
断 面 図側 面 図

平 面 図

A2 一般部

至 高畑3丁目

100 18900 100

19100

200 200

橋　長

桁　長

支間長

A1

Ｎ

至 国母通り

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

2
10

4004000400

4800

65
0

7
80

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

18500

59°
32′

59″

48
00

40
0

4
00

至 高畑3丁目

40
00

沼
川

G1

G2

至 国母通り

65
65

7
@6

50
+
6@

20
=4

67
0

32
5

3
25

6
@6

70
=4

02
0

G3

G4

G5

G6

G7

5
03

0
48

00

A1
19100

100 10018900

支間長

桁　長

橋　長
A2

3
80

0

65
0

31
50

(1
:0
.3
)

(1:0.3)

(1:0.5) (1
:0
.5
)

0.587877

1
.0

00
00

0

1.
15
99
96

59°

32′
59″

1.本図は実測により作成した一般図である。

<注記>

2.支承条件については、現地にて確認のこと。

増設桁

添架物
φ180

コンクリ－ト舗装
t=70mm(推定)

添架物
φ100

手引橋 橋梁一般図

1/12

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

手引橋 橋梁一般図

市道 高畑二日市場線

甲府市 高畑三丁目 地内　外

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:30(60)



手引橋 補修一般図
断 面 図側 面 図

平 面 図

A2 一般部

至 高畑3丁目

100 18900 100

19100

200 200

橋　長

桁　長

支間長

A1

Ｎ

至 国母通り

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

2
10

4004000400

4800

65
0

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

18500

0.587877

1
.0

00
00

0

1.
15
99
96

59°

32′
59″

補修内容

補修

補修項目一覧
施工箇所

橋面防水工 橋面全面

舗装打換え工 橋面全面

伸縮装置取替工 A1橋台,A2橋台

床版水切り設置工 床版下面

59°
32′

59″

48
00

40
0

4
00

至 高畑3丁目

40
00

沼
川

G1

G2

至 国母通り

65
65

7
@6

50
+
6@

20
=4

67
0

32
5

3
25

6
@6

70
=4

02
0

G3

G4

G5

G6

G7

5
03

0
48

00

A1
19100

100 10018900

支間長

桁　長

橋　長
A2

断面修復工 地覆

ひびわれ補修工 A2橋台

排水管補修工 全3箇所

防護柵補修工 防護柵全長

65
0

(1
:0
.3
)

(1:0.3)

(1:0.5) (1
:0
.5
)

1.5% 1.5%

床版水切り設置工

防護柵補修工

床版水切り設置工

防護柵補修工

床版水切り設置工

床版水切り設置工

排水管補修工

排水管補修工

伸縮装置取替工

ひびわれ補修工

伸縮装置設置工 伸縮装置設置工

床版水切り設置工

断面修復工

防護柵補修工

排水管補修工 排水管補修工

排水管補修工

増桁

橋面防水工
舗装打換え工

添架物
φ180

橋面防水工
舗装打換え工

添架物
φ100

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

市道 高畑二日市場線

手引橋 補修一般図

2/12

甲府市 高畑三丁目 地内　外

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:30(60)

排水管補修工



工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

手引橋 伸縮装置設置工詳細図(その1)

会 社 名 大日コンサルタント(株)

手引橋 伸縮装置設置工詳細図(その1)

<注記>

2.既設はノージョイントを想定している。

部材平面図

D+
8
2

設置表
150

1800

1800

8@200=1600

8@200=1600

150

24
0

24
0

5080

200

断 面 図

50

50
10 10

50

20

-10 0 10 20 30 40

遊
間

(
D
) 

[m
m]

設置温度（℃）

40

50

0

30

10

ΔＬ＝18.9m×0.4×sin59.55°＝6.5mm

(
基

本
伸

縮
量

)
6.
5

A1 A2

4
80

0

4
00

0

桁　長

橋　長

位 置 図

沼
川

至 高畑3丁目 至 国母通り

40
0

4
00

21
0

4004000400

4800

6
50

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

※ ( )内寸法は斜長を示す。

(4640)
(464) (464)

59°
32′59″

(縦目地部)

至 国母通り

（鋼床版）

沼
川

※ 縦目地と横目地の交差部でリブプレートどうしが干渉する

　 場合は、現地にて切欠き加工すること。

4
80

3
46

08

5572

(鋼
床
版
部
)

(縦目地部)

(A1橋台)

断 面 図

21
0

4608400

6
50

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側

※ ( )内寸法は斜長を示す。

(5345)
(464)

(A2橋台)

4803 (5571)
(鋼床版部)

上流側

A2橋台伸縮装置設置平面図

4
0
0

4
00

0
4
00

4
80

0

設置表

20

-10 0 10 20 30 40

遊
間

(
D
) 

[m
m]

設置温度（℃）

40

50

0

30

10

ΔＬ＝18.9m×0.4×sin59.55°＝6.5mm

(
基

本
伸

縮
量

)
6.
5

A2鋼床版部

59°
32′

59″

5572

55
71

4
8
03

4
6
08

53
45

23
20

49
10

30
25

43
6

A2

(鋼
床
版
部
)

50 D 50

※ 二重止水材の鋼床版部下流側端部は、

　 ホースを設置せず、ゴムシートに接着

　 剤を塗布し閉塞させること。

"a"部

(A2橋台)(A1橋台)

50 D 50

シール材

二重止水材(ｸﾛｰｻﾞｰS同等品) 二重止水材(ｸﾛｰｻﾞｰS同等品)

MMA樹脂モルタル

シール材

シール材

5.パラペット天端撤去の際に、鉄筋等が露出した場合
　には、必要に応じて防錆処理を行うこと。

ゴム系接着剤塗布

排水ホース　25A

ゴム系接着剤塗布

排水ホース　25A

シール材

シール材

シール材

シール材

二重止水材(ｸﾛｰｻﾞｰS同等品)

シール材 シール材

6.鋼床版上面は、既設舗装撤去後、錆等の汚れをディ
  スクサンダー等で除去すること。

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、寸法
　の決定を行うこと。

3.ジョイントセット遊間 Dは施工時の温度及び床版遊
  間 dにより調整すること。

4.パラペット天端撤去の際に、鉄筋等が露出した場合
　には、必要に応じて防錆処理を行うこと。

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

排水ホース
25Ax1000

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-20 同等品

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

排水ホース
25Ax1000

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

添架物
φ100

添架物
φ180

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

排水ホース
25Ax500

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-20 同等品

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

添架物
φ180

添架物
φ100

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

市道 高畑二日市場線

甲府市 高畑三丁目 地内　外

3/12

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

A1(A3)・S=1:30(60)A1(A3)・S=1:30(60)

A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:100(200)

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:5(10)

二重止水材端部詳細
A1(A3)・S=1:5(10)

二重止水材端部詳細



2.4

1.3

24.7

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

手引橋 伸縮装置設置工詳細図(その2)

会 社 名 大日コンサルタント(株)

手引橋 伸縮装置設置工詳細図(その2)

シール材充填図 

70

20

伸縮装置設置断面図

464

444

1
90

20
5
0

D+108

86

PC桁側橋台側

7434

400 300

33

※ ( )内寸法は斜長を示す。

正面図

 補強鉄筋加工図 

4640 5340

394

(100)

D

一式当り鉄筋質量表

記 号 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

1本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

E 1 D13 4640 4 0.995 4.62 18

E 2 D13 5340 4 0.995 5.31 21

83

合　計 D13 83 kg

総質量 83 kg

A2部A1部

E1 4-D13×4640 E2 4-D13×5340

7
0

7
0

86

既設撤去図

PC桁側橋台側

786

70 70

A1上下流,A2下流側

"a"部
平面図

385

20 365

2
5

70

20

385

365

19
0

2
0

50

315

A A

20 50

1
8
0

15
5

2
5

1
8
0

15
5

2
5

A - A B - B

B

B

A1,A2一般部

D+108

86

橋台側鋼床版側

7434

300 300

65

※ ( )内寸法は斜長を示す。

(100)

D

7
0

7
0

6

6

鋼床版部

25

PC桁側 鋼床版側

320320

7
0

7
0

6

118

64
15

39

6

縦目地部

橋台側鋼床版側

686

70 70

400 86 300 300 86 300

A1,A2一般部 鋼床版部 縦目地部

鋼床版側PC桁側

665

70 70

320 25 320

E 3 D13 5570 4 0.995 5.54 22

E 4 D13 5570 4 0.995 5.54 22
5570

鋼床版部

E3 4-D13×5570

5570

縦目地部

E4 4-D13×5570

<注記>

2.既設はノージョイントを想定している。

シール材

シール材

バックアップ材

シール材

バックアップ材

シール材

バックアップ材

接着剤

バックアップ材 シール材

リブプレート

コンクリート舗装アスファルト舗装

弾性シーリング材

フェイスプレート

補強鉄筋 D13

二重止水材(ｸﾛｰｻﾞｰS同等品)

バックアップ材

カッター工

パラペット天端撤去 既設コンクリート舗装撤去

アスファルト舗装

フェイスプレート

弾性シーリング材 リブプレート

アスファルト舗装

補強鉄筋 D13

二重止水材(ｸﾛｰｻﾞｰS同等品)

バックアップ材

リブプレート

フェイスプレート

アスファルト舗装

弾性シーリング材

アスファルト舗装

補強鉄筋 D13

バックアップ材

カッター工

既設アスファルト舗装撤去 既設アスファルト舗装撤去

カッター工

既設アスファルト舗装撤去既設アスファルト舗装撤去

カッター工 カッター工

4.パラペット天端撤去の際に、鉄筋等が露出した場合
　には、必要に応じて防錆処理を行うこと。

6.鋼床版上面は、既設舗装撤去後、錆等の汚れをディ
  スクサンダー等で除去すること。

5.パラペット天端撤去の際に、鉄筋等が露出した場合
　には、必要に応じて防錆処理を行うこと。

3.ジョイントセット遊間 Dは施工時の温度及び床版遊
  間 dにより調整すること。

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、寸法
　の決定を行うこと。

超速硬コンクリート 超速硬コンクリート 超速硬コンクリート

差筋アンカー D13@200
削孔 φ18×58

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

フラットバー
50x9x50 @200

下地処理
プライマー塗布

MMA樹脂モルタル
(ドーロガードJ-02同等品)

差筋アンカー D13@200
削孔 φ18×58

差筋アンカー D13@200
削孔 φ18×58

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

MMA樹脂モルタル
(ドーロガードJ-02同等品)

下地処理
プライマー塗布 差筋アンカー D13@200

削孔 φ18×58

荷重支持型伸縮装置
AIジョイント-30 同等品

フラットバー
50x9x50 @200

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

4/12

名　称 単位 A1 備　考

m -

0.2

補強鉄筋 18

シール材 シリコン系 ㍑

バックアップ材

品名又は仕様

伸縮金物

SD345 D13

荷重支持型 AIJ-20 同等品

名　称 仕　様 単位

既設撤去

4.6m

差筋アンカー SD345 D13 本 96

m

接着剤 gウレタン樹脂系

伸縮装置設置 材料表

撤去及び他 数量表

一式当り

コンクリート削孔工 φ18×58 孔 96

m3

kg

A2

-

0.3

21

108

108

合　計

5.6

0.7

83

316

44.1

316

A1 A2 合　計

5.3

コンクリート(無筋) m3 参考重量 1.2t0.23 0.26 0.5

m 4.6二重止水材 クローザーS 同等品 5.3 15.5

備　考

一式当り

鋼床版部

-

0.1

22

-

-

56

-

56

鋼床版部

-

5.6

縦目地部

5.6

0.1

22

56

56

縦目地部

-

-

m 4.6荷重支持型 AIJ-30 同等品 5.3 5.6 - 15.5

MMA樹脂モルタル -m3 - 0.20.1 0.1

アスファルト m3 参考重量 1.1t- - 0.50.23 0.25

ドーロガードJ-02同等品

プライマー -kg - 0.80.4 0.4パーミタイト♯115同等品

フラットバー SS400　50×9×50 枚 - - 11258 54

現場溶接 すみ肉　6mm m - - 16.88.7 8.1

m 2.0排水ホース 25A 2.0 4.50.5 -

参考重量 20kg

超速硬コンクリート σ3h=24N/mm2

m 11.1 11.1アスファルト

コンクリート
カッター工

9.9

22.2

1.2

0.6

12.4

0.4

0.7

7.0

4.0

2.6

A1(A3)・S=1:6(12)

A1(A3)・S=1:6(12)

A1(A3)・S=1:10(20)



手引橋 橋面工詳細図(その1)

既設撤去図
一般部

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

2
1
0

4004000400

4800

65
0

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

48
00

40
0

40
0

40
00

A1

桁　長

橋　長
A2

平 面 図

至 高畑3丁目

沼
川

至 国母通り

補修断面図
一般部

2
1
0

4004000400

4800

65
0

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

<注記>

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、
　寸法の決定を行うこと。

2.コンクリート舗装を切削する際は、床版を削らない
  ように注意して施工すること。

3.舗装切削前に既設舗装厚を確認し、設計舗装厚と
  現地が異なる場合は、舗装構成について監督員と
  協議すること。

4.既設舗装撤去後の床版上面に脆弱な箇所がある場合は、
  監督員と協議の上、超速硬モルタル等で復旧すること。

5.水抜き孔は、鉄筋探査により既設鉄筋を避け、切断し
  ないよう配置すること。

6.フレキシブルチューブの取付は、排水性を考慮し極端
  に曲げないように配置すること。

縦断勾配
(1%未満)

横
断

勾
配

横
断

勾
配

縦断勾配
(1%未満)

40
0

3
90

0
66

5

5682

1.5% 1.5%

コンクリート用止め金具

タックコート

橋面防水端部処理-2

橋面防水端部処理-1

橋面防水端部処理-1

橋面防水端部処理-1

橋面防水端部処理-2

橋面防水端部処理-2

塗膜系防水層

コンクリート用止め金具

水抜き孔設置水抜き孔設置

設置後伸縮装置

水抜き孔設置 水抜き孔設置

水抜き孔設置

水抜き孔設置

水抜き孔設置

水抜き孔設置水抜き孔設置

添架物
φ180

添架物
φ100

導水パイプ             
フレキシブルチュ－ブφ20
(ステンレス) L=800mm

※端部は橋梁外へ導水
  L=200mm

既設コンクリート舗装撤去
t=70mm

添架物
φ180

舗装打換え工(車道部)
t=70mm A1=72.248m2
既設:コンクリート舗装

舗装打換え工(車道部)
t=70mm A2=11.708m2
既設:アスファルト舗装

導水パイプ             
フレキシブルチュ－ブφ20
(ステンレス) L=800mm

添架物
φ100

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 橋面工詳細図(その1)

5/12

基層:密粒度アスコン(13) t=40～50mm

表層:密粒度アスコン(13) t=30～50mm

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:30(60) A1(A3)・S=1:30(60)



手引橋 橋面工詳細図(その2)

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

42

m2防水層面積

数  量単位

1橋当り

バルブソケット 個 9

m 3.6

3.6m

コンクリート殻 m3

m

84

止め金具

m
成形目地材

36

m横断排水 15

鉄筋探査 m2 1.4

橋面防水工　数量表

下向き

塗膜系防水層

排水管

20A

タフシャット導水テープ同等品

備  考規   格細   別

φ18ドレイナー同等品

VP20

セロシールSSテープII型同等品

縦断排水

9箇所コンクリート用

コンクリート用止め金具詳細

サドルバンド(SUS304)
15A(2×25)

M6(SUS304,1座金付）

コンクリ－トアンカ－ 

2

φ
20

1-サドルバンド(SUS304)

2-コンクリートアンカー M6(SUS304,1座金付)

30

5
0

密粒度アスコン(13)

5地覆

橋面防水端部処理-1 橋面防水端部処理-2

密粒度アスコン(13)

密粒度アスコン(13)
伸縮 密粒度アスコン(13)

<注記>

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、
　寸法の決定を行うこと。

2.コンクリート舗装を切削する際は、床版を削らない
  ように注意して施工すること。

3.舗装切削前に既設舗装厚を確認し、設計舗装厚と
  現地が異なる場合は、舗装構成について監督員と
  協議すること。

4.既設舗装撤去後の床版上面に脆弱な箇所がある場合は、
  監督員と協議の上、超速硬モルタル等で復旧すること。

5.水抜き孔は、鉄筋探査により既設鉄筋を避け、切断し
  ないよう配置すること。

6.フレキシブルチューブの取付は、排水性を考慮し極端
  に曲げないように配置すること。

水抜き孔設置詳細

断 面 図

φ
40

孔
コ

ア
抜
き

地 覆

φ
40

孔
コ

ア
抜

き

地 覆

平 面 図

(橋面防水工･舗装打換え工)

<参考図>

厚さ： 3mm
幅　：30mm

30

m2 84
密粒度アスコン(13)

t=35～50mm 表層 (アスファルト舗装)

舗装打換え工 数量表

数  量単位 備  考規   格細   別

車道舗装

1橋当り

m3 5.1

m2 72

m2 84
密粒度アスコン(13)

t=35～50mm 基層 (アスファルト舗装)

m2 84タックコート

殻運搬処理

舗装版とりこわし撤去

無筋コンクリート

t=70mm コンクリート舗装

エポキシ樹脂 kg 3.7比重1.20

削孔工 φ40×400

無筋 参考重量0.01t0.005

縦断勾配

排水桝削孔工 φ20 1箇所

m 43 100m2当り

参考重量 11.9t

m3 0.8

m2 12

殻運搬処理

舗装版とりこわし撤去

アスファルト

t=70mm アスファルト舗装

参考重量 1.9t

m 7.2導水パイプ

塗膜系防水工 塗膜系防水工

エポキシ樹脂注入

φ18ドレイナー

φ18ドレイナー

エポキシ樹脂注入

コンクリート用止め金具

不透水フィルム

ゴム・アスファルトコンパウンド

剥離紙

不織布

ゴム・アスファルトコンパウンド

不透水フィルム

珪砂
既設排水桝

φ20 孔明け

縦断排水

縦断排水

φ20 孔明け

既設排水桝

フレキシブルチューブ
φ20ステンレス(ナット)

排水管 VP20A
L=400mm

バルブソケット
20A

排水管 VP20A
L=400mm

バルブソケット
20A

導水パイプ             
フレキシブルチュ－ブφ20
(ステンレス) L=800mm

横断排水
(タフシャット導水テープ同等品)

縦断排水管
(18φドレイナー ステンレス)

成形目地材 t=5mm            
(セロシールSSテープII型同等品)

導水パイプ             
フレキシブルチュ－ブφ20
(ステンレス) L=800mm

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 橋面工詳細図(その2)

6/12

橋面防水端部処理詳細図
A1(A3)・S=1:5(10)

導水テープ構成図
A1(A3)・S=1:5(10)

排水桝部取付詳細
A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:5(10)

製作数9個

A1(A3)・S=1:2(4)



手引橋 ひびわれ補修工詳細図

<注記>

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

ひびわれ注入　詳細図
(自動式低圧注入工法)

施工手順

シール工・注入工

注　入　工

補修箇所調査

表面処理･注入ﾊﾟｲﾌﾟ設置

表面仕上げ工(平均ひびわれ幅 0.2mm)

ひびわれ注入 単位数量表

規　格

注入材

名　称 摘　要数　量単位

シール材

kg

kg

1橋当り

エポキシ樹脂

エポキシ樹脂

1700kg/m3

低圧注入器具 個 設置ピッチ 300mm

0.3

0.15

A1橋台
正 面 図

A2橋台
正 面 図下流側 上流側

下流側上流側

ひびわれ注入数量表

ひびわれ幅=0.3mmKC-01A2橋台

延長(m)No.部材 摘　要

※　　　部は、0.2mm未満のひびわれ、または遊離石灰を伴うひびわれを示す。

3
0

3

KC-01

1. ひびわれ補修の範囲は、現地調査に基づき決めているが、
   工事に際しては、劣化範囲の進展の可能性があるため劣化
   状況を確認すること。

2. 劣化範囲の拡大や新たな劣化部がみられた場合には、施工
   範囲について監督職員と協議すること。

注入器(ゴム圧入式)

エポキシ樹脂シール材

取付パイプ

ひびわれ深さ 平均 D=50mm
               1200kg/m3

注入材　　　
エポキシ樹脂

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 ひびわれ補修工詳細図

7/12

L=2900 L=2500

0.2

KC-02

小　計

A2橋台 KC-02 ひびわれ幅=0.2mm

2.9

2.5

5.4

ひびわれ幅 平均 W=0.25mm

A1(A3)・S=1:50(100)

0.04

1.38

18

図示



手引橋 断面修復工詳細図

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

平 面 図
橋面

沼
川

橋　長

桁　長

A1 A2

A1

No.部材

150×100

350×100

300×100

Ｗ×Ｌ(mm) Ａ(m2)

0.015

0.030

0.020

0.035

0.030

JD-01

JD-02

JD-03

JD-04

JD-05

断面修復工 上部工数量表［平均深さ70mm］

地覆

200×150

JD-06

200×100 0.020

200×100

JD-07

250×100 0.025

至 高畑3丁目 至 国母通り

40
00

48
00

40
0

40
0

A A

A2

側 面 図

A - A

断面修復範囲図

L

※
2
5

損傷部より25mm程度の余裕を確保し、5cmラウンドの長方形の範囲に対して断面修復を行う。

W

25

25

25

断面修復施工手順(参考)

補修箇所調査

断 面 修 復 工

コンクリートカッター

脆弱部除去

プライマー塗布

鉄筋防錆処理

断面修復材充填

鉄筋腐食箇所ケレン

脆弱部および鋼材の裏側までコンクリートをはつり取る。

養　生

(はつり工)

コンクリートのはつりは、損傷部を囲む長方形の範囲に対して

腐食した鋼材の錆を完全に除去する。※

※

※

断面修復工詳細図(参考)

深さ10mm程度コンクリートカッターにより切込みを入れる。

既設コンクリート

平
均

深
さ 2
0m

m

(左官工法)

規    格

無筋

単位 数  量 摘    要

1橋当り

はつり工

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻

ﾌﾟﾗｲﾏｰ工

有筋 m3

m3

m2

0.012

0.009

m3ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ断面修復工

0.2

0.012

断面修復工 上部工数量表

平均深さ70mm　防錆剤塗布含む

殻運搬含む　参考重量 0.02t

名　称

ﾌﾟﾗｲﾏｰ使用量 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 kg 0.10kg/m20.02

平均深さ70mm

1.施工時は、現地寸法を確認のこと。

<注記>

3.脆弱部は、はつり落とすこと。

4.カッター及びはつり作業時は、既設鉄筋等を傷つけない
よう注意すること。

協議の上、対策を実施すること。
2.本図以外の箇所で同様の損傷を確認した場合、監督員と

5.断面修復の範囲は、「現地調査」に基づき決定している。
　施工時は、劣化範囲の進展の可能性があるため、劣化状
　況を確認すること。

6.断面修復の際に、かぶりを確保して補修が出来ない場合
　は、監督員と協議の上、鉄筋に防錆処理を施すこと。

合　計 0.175

    体　積(m3) 0.012

カッター工 上部工数量表
部材

地覆

No.

JD-01

合 計

延 長 (m)

0.500

4.800

0.700

0.900

0.700

JD-02

JD-03

JD-04

JD-05

JD-06

0.800JD-07

損傷範囲

コンクリートカッター

補修範囲

コンクリートカッター

既設鉄筋

0.600

0.600

断面修復材                
(ポリマーセメントモルタル)

プライマー塗布  
(エポキシ樹脂系)

ケレン    
防錆材塗布

JD-01
150×100

JD-06
250×100

JD-05
200×100

JD-03
200×100

JD-04
350×100

JD-02
200×150

JD-07
300×100

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 断面修復工詳細図

8/12

A1(A3)・S=1:50(100)



手引橋 床版水切り設置工詳細図
断 面 図側 面 図

平 面 図

A2 一般部

至 高畑3丁目

100 18900 100

19100橋　長

桁　長

A1

至 国母通り

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

2
10

4004000400

4800

65
0

7
80

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

59°
32′

59″

48
00

沼
川

G1

G2

至 国母通り

65
65

7
@6

50
+
6@

20
=4

67
0

32
5

3
25

6
@6

70
=4

02
0

G3

G4

G5

G6

G7

5
03

0
48

00

A1

桁　長

橋　長
A2

480 17940 480

<注記>

2.水切り設置面は十分に埃等の除去、清掃を行うこと。

"a"部

25

1
5

"a"部詳細図
(アイドリップ同等品)

規    格 摘    要単位 数   量項      目

アイドリップ同等品水切材 m

床版水切り設置工 数量表 一式当り

35.9

50

至 高畑3丁目

床版水切り設置工

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、寸法
　の決定を行うこと。

床版水切り設置工

床版水切り設置工

床版水切り設置工 床版水切り設置工

接着剤(エポキシ樹脂)

水切材　　　　　    
(アイドリップ同等品)

添架物
φ100

添架物
φ180

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 床版水切り設置工詳細図

9/12

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:30(60)

A1(A3)・S=1:5(10)

水切材形状図
A1(A3)・S=1:1(2)



手引橋 防護柵補修工詳細図

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

4
80

0

4
00

0

位 置 図

6@2000=12000

<注記>

1. 施工に関しては、現地寸法を確認のこと。

2. 塗替え塗装系はRc-Ⅲ塗装系とする。弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

塗　　料　　名

下　　塗

下　　塗

下　　塗

中　　塗

上　　塗

素地調整

（鋼板露出部のみ）

3種

塗装工程

塗装仕様(Rc-Ⅲ はけ,ローラー)

120

140

200

200

(200)

(g/m2)

使用量

防護柵詳細図

660

20
0

R100

3
56

4-18X24

31
4

400

1面当り 764㎜

500 160

500 160

660

100

50

1
75

6
55

4
80

5
1

15

51

15

5
5

下流側 上流側

1
75

6
55

4
80

78
0

9@2000=18000

255

18300

12300

3
40

2
20

60

120

220

7030

70

120 100

70
1
1
0

1
10

70

220

274

34
5

36
0

26
37

35
26

3
7

35

20

4
0

20

78
0

至 国母通り

4
00

40
0

桁　長

橋　長

至 高畑3丁目

沼
川

A1 A2

側 面 図

220 18070 220

18070220 220

255 255

255255 9@2000=18000

18300

4300

870 2@2000=4000 255

500 4405 22050012035220

255 6@2000=12000

12300

220 12035

6 930 6

500

6

160

6

160

3
00

3
00

3
00

6

50

"a"部詳細図

下流側

上流側

t=2.3mm

2-18×24 長穴

支柱間隔 笠木延長

ビーム延長

支柱間隔

支柱間隔

ビーム延長

ビーム延長

笠木延長

笠木延長

ビーム延長

笠木延長

支柱間隔

笠木延長

支柱間隔

ビーム延長

支柱間隔

ビーム延長

笠木延長

"a"

塗装塗替え

塗装塗替え

SGP25A

塗装塗替え

PL 50×6×160PL 50×6×160

PL 50×6×300

ビーム1面当り
L=470mm

ビーム1面当り
L=410mm

支柱φ101.6×740
N=10本

支柱φ101.6×740
N=10本

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 防護柵補修工詳細図

10/12

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:100(200)

袖ビーム
A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:10(20)
ゴム袖ビーム

A1(A3)・S=1:10(20)

(塗装塗替え)



手引橋 排水管補修工詳細図

断 面 図

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

4004000400

4800

LC

325 6@670=4020

65

325

65 7@650+6@20=4670

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

A1 A2

4
80

0

40
0

4
0
0

4
00

0

桁　長

橋　長

位 置 図

沼
川

至 高畑3丁目 至 国母通り

平 面 図

車道側

400

<注記>

撤去断面図

60
1
50

2
10

400

20
0

平 面 図

車道側

400

排水管設置断面図

60
1
50

2
10

400

1
00

101

2
00

32051

取付金具詳細図

φ
89

 2-BN M12×40 (SUS)<2W付>

 1-FB  100×6×263 (SS400)

1箇所当り数量 (製作数:3箇所)

 2-FB  100×6×269 (SS400)

 2-ホールインボルト M12×100 (SUS)

 1-FB  100×6×200 (SS400)

3030

263

6

6

30

320

3030

60

30

 2-BN M12×35 (SUS)<2W付>

1
50

9
45

1
10

0

20
0

30

30

60 51

101

1
00

5
0

50

10050 50

200

30
3
0

4
0

203

203

6263

4

6

45°

70
1
40

70
1
40

44
5

65
0

320

φ89

3.アンカー用削孔時に既設鉄筋と干渉しないよう、鉄筋
　探査等の対策を施すこと。

1.現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、寸法
　の決定を行うこと。

2.鋼部材の表面処理は、溶融亜鉛メッキ仕上げ(HDZ55)
　とする。また、排水管接合ボルトはSUS304とする。

既設地覆撤去

既設地覆撤去

取付金具

無収縮モルタル

無収縮モルタル

排水管補修工

排水管補修工

排水管補修工

排水管補修工

排水管補修工

既設排水管撤去
VU75

添架物
φ100

添架物
φ180

新設排水管
VP75

VP75用
90°エルボ

2-φ14     
M12×40(SUS)

2-φ14     
M12×35(SUS)

コンクリートカッター
t=10mm

VP75用
90°エルボ

コンクリートカッター
t=10mm

既設排水管撤去
VU75

新設排水管
VP75

新設排水管
VP75

2-φ8×30長孔   
ホールインボルト
M12×100(SUS)
削孔φ18×57

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 排水管補修工詳細図
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A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:10(20) A1(A3)・S=1:10(20)

A1(A3)・S=1:10(20) A1(A3)・S=1:30(60)

A1(A3)・S=1:5(10)

A1(A3)・S=1:100(200)



手引橋 仮設計画図(参考図)
断 面 図側 面 図

平 面 図

A2 一般部

至 高畑3丁目

100 18900 100

19100橋　長

桁　長

A1

Ｎ

至 国母通り

工事場所

工 事 名

甲　　　　　府　　　　　市

図 面 名

図面番号図 示

路 線 名

縮　　尺

会 社 名 大日コンサルタント(株)

4004000400

4800

65
0

LC

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7

下流側 上流側

0.587877

1.
00

00
00

1.
15
99
96

59°

32′
59″

59°
32′

59″

4
80

0

至 高畑3丁目

沼
川

G1

G2

至 国母通り

6@
67

0=
4
02

0

G3

G4

G5

G6

G7

50
30

4
80

0

A1

桁　長

橋　長
A2

(1
:0
.3
)

(1:0.3)

(1:0.5) (1
:0
.5
)

名　称 規    格 単位 数　量

吊足場 10m2

備　  考

仮設工 数量表

TYPE A

一橋当り

800 1300

390 390

1
30

0
8
00

部分詳細図

片側朝顔防護足場 m2TYPE E シート張り防護

6@670=4020

3360720 720

3
36

0
7
20

7
20 39

0
3
90

安全ネット

安全ネット

片側朝顔防護足場

吊足場

片側朝顔防護足場 片側朝顔防護足場

片側朝顔防護足場

片側朝顔防護足場

片側朝顔防護足場

添架物
φ180

添架物
φ100

添架物
φ100

やらず
@3600

たてじ
@1800

ころばし
@900

足場チェーン
@1800

足場チェーン
@1800

防炎シート
足場板

橋梁補修工事（Ｒ５－２）

甲府市 高畑三丁目 地内　外

市道 高畑二日市場線

手引橋 仮設計画図(参考図)
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50

A1(A3)・S=1:50(100)

A1(A3)・S=1:50(100) A1(A3)・S=1:30(60)

A1(A3)・S=1:20(40)


